
第１回 2025 年デフリンピック大会に係る 

大会準備連携会議 

議事次第 
日時：令和５年２月 17 日 16：15〜 
場所：東 京 都 庁 第 二 本 庁 舎 3 1 階 

特別会議室 21 

１. 挨拶 

２. 2025 年デフリンピック大会に係る大会準備連携会議について 

３. 2025 年デフリンピック大会までのロードマップ 

４. 2025 年デフリンピック大会に係る全日本ろうあ連盟と都の 

業務分担（案） 

５. 2025 年デフリンピック大会運営組織の体制図（案） 

６. 2025 年デフリンピックの大会規模 

７. 「ビジョン 2025 スポーツが広げる新しいフィールド」の 

策定について 

８. 「大規模な国際又は国内大会の組織委員会等のガバナンス体

制等の在り方検討プロジェクトチーム（第２回）」について 

９. 意見交換 



１ 概要１ 概要

２ 主な報告事項２ 主な報告事項

〇大会の準備・運営について、関係者で情報共有、調整・協議し、必要な助言等を行う場として、
「2025年デフリンピック大会に係る大会準備連携会議」を設置
〇会議は、全日本ろうあ連盟、東京都、スポーツ庁、JOC、JPSA、弁護士、公認会計士で構成
〇会議の設置主体は全日本ろうあ連盟であり、事務局は連盟と東京都が連携して実施
〇開催頻度は概ね四半期に１度程度の開催を想定

2025年デフリンピック大会に係る大会準備連携会議について

〇大会運営組織の体制、ガバナンス
確保の取組、事業計画、予算等

〇その他、準備・運営を進める上での
課題などについても報告

〇上記の報告は、連盟内に設置する
運営委員会や都スポーツ文化事業団
が実施



競技要項作成

2023年度(R5年度)

主
要
な
日
程

2024年度(R6年度) 2025年度(R7年度)

2025年デフリンピック大会までのロードマップ

フェーズ

4〜6月 7〜9月 10〜12月 1〜3月 4〜6月 7〜9月 10〜12月 1〜3月 4〜6月 7〜9月

直前準備フェーズ
10〜12月

詳細プランニングフェーズ

実地検証

基礎プランニングフェーズ

競技日程のICSD最終確定選手団長セミナー
ICSDによる競技会場視察

競技種目のICSD決定選手団向けの小冊子配布
（競技会場、サービスなど）

連盟内運営委員会設立

東京都スポーツ文化
事業団業務開始

会場借用
調整

競技・会場運営計画V1作成 〃V2作成

会場借用調整完了

競技要項V1協議
(ICSD)

競技要項V2協議
(ICSD) 競技要項完成

宿泊・輸送計画V1作成

運営マニュアル作成

ボランティア研修

宿泊・輸送計画V2作成 運営マニュアル作成

開催基本計画公表

開催基本
計画作成

ボランティア募集

大会会場における情報保障の充実情報保障
対応の検討 情報保障対応の計画作成

2023年２月時点

デフリンピック２年前の取組

気運醸成に向けた広報（開催意義等を映像や特設WEBサイト等により発信）

最先端技術を活用したユニバーサルコミュニケーションの促進（展示会やイベントの場を活用し、デジタル技術などの開発や社会への普及を促進）

アスリートとの交流（アスリートと子供との交流イベント等の開催）

デフリンピック１年前の取組レ
ガ
シ
ー
の

取
組

大
会
運
営

２
０
２
５
年
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会(

11
月
15
日
～
11
月
26
日)

大会本番

予
算 大会経費精査

国際手話人材の育成



全日本ろうあ連盟 東京都
 ICSDとの調整
 大会広報
 エンブレム・マスコット
 手話ボランティア
 大会報告書
 全国の気運醸成

※連盟内に設置する運営委員会が実施

 都内の気運醸成
 ユニバーサル・コミュニケーショ

ン
 競技会場における情報保障の充実
 ボランティア（手話ボランティア、

競技ボランティアを除く）
 契約支出管理委員会（仮称）の設

置・運用
 大会にかかる都市活動

 競技・会場の準備・運営
 開閉会式の準備・運営
 宿泊・輸送
 アクレディテーション
 会場における警備
 飲食・会場内の清掃
 医療体制・ドーピング検査
 デフリンピックパークの

準備・運営
 競技ボランティア
 スタッフのユニフォーム
 表彰式・メダル

※東京都スポーツ文化事業団が実施

全日本ろうあ連盟の本来業務…デフNFの結成・支援、デフアスリートの発掘・育成・強化、日本選手団の派遣、
デフスポーツの気運醸成や普及啓発 等

１ 概要１ 概要

２ 業務分担（案）２ 業務分担（案）

〇全日本ろうあ連盟と東京都は協定を締結し、大会準備運営にかかる業務を分担
〇この分担に基づく業務を遂行するため、大会開催に係るICSDの窓口などを担う組織を全日本ろうあ連盟
の内部に設置。競技、会場運営などの運営実務は東京都スポーツ文化事業団が担う。（4月〜）

2025年デフリンピック大会に係る全日本ろうあ連盟と都の業務分担（案）

注)業務分担は令和5年2月17日時点の内容である。



2025年デフリンピック大会運営組織の体制図（案）（全日本ろうあ連盟）
〇 全日本ろうあ連盟におけるデフリンピック専管部署(デフリンピック運営委員会（仮称））は、現在の「デフリンピック準備室」を

令和5年４月1日付で組織改定し、設置
〇 大会の準備運営に関する最終的な意思決定は、連盟理事会が行う
〇 運営委員会は、アスリートや有識者などを含む運営委員と事務局で構成され、運営委員が実務に関する意思決定を行い、

必要に応じて、業務案件を連盟理事会に付議
〇 デフリンピック大会の適切な予算執行管理のために、他部署と分けて会計処理を実施

（デフリンピック運営委員会（仮称））

〇 大会の運営主体として、ICSDとの窓口調整及び、大会の広報・啓発・普及（文化プログラム含）等を
担当

〇 スポーツ庁の指針及び都のガイドラインを踏まえ、ガバナンス体制を整備

顧問・参与 監事

デフリンピック運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仮称）

委員会事務局

評議員会

理事会

事務局



2025年デフリンピック大会運営組織の体制図（案）（東京都スポーツ文化事業団）

〇 スポーツ文化事業団におけるデフリンピック専管部署（デフリンピック準備運営本部（仮称））は令和5年４月１日付で設置
〇 デフリンピック準備運営本部（仮称）の業務執行責任者が実務に関する意思決定を行い、業務を遂行。必要に応じて、業務案件

をスポーツ文化事業団理事会に付議
〇 デフリンピック大会の適切な予算執行管理のために、事務局とは分けて会計処理を実施

（デフリンピック準備運営本部（仮称））

〇 競技会場運営等の大会運営実務を担当
〇 ガバナンス体制については、都のガイドラインの趣旨を踏まえ、必要に応じて対応
〇 デフリンピックを通じて得た知見等を、大会後、他の国際スポーツ大会や競技団体の支援に活用

デフリンピック
準備運営本部（仮称）

評議員会

理事会 監事顧問

デフリンピック
準備運営本部（仮称）

事務局



○ 全日本ろうあ連盟が中心となり、都からも国際スポーツ大会の競技運営等に関する助言を受けて、試算

○ デフリンピック規約や過去のデフリンピック大会を参考に、2025年大会のサービスレベルを国民体育大会（国体）並みと仮定

区分 概要 規模

競技関係 大会オペレーションのうち、競技・会場の運営に関する経費 25億円程度

会場関係 会場の確保・整備、会場における情報保障等に関する経費 45億円程度

輸送・警備 大会オペレーションのうち、選手等の輸送や会場の警備に関する経費 20億円程度

事務経費 大会準備・運営体制の整備等に関する経費 35億円程度

気運醸成 大会開催に向けた盛り上げ等に関する経費 5億円程度

計 130億円程度

２０２５年デフリンピックの大会規模（試算）

○ 連盟の自己資金、選手等の参加費、民間等の各種助成金のほか、民間企業や団体等からの寄付金、協賛金など
を含め、関係者と調整・検討を進め、様々な財源確保を検討

概 要

財源の考え方



国際スポーツ大会は、感動や興奮、夢、希望を人々に届け、人々のつながりを生み出すなど、大き
な価値をもたらします。2025年に開催される世界陸上競技選手権大会・デフリンピックを通じ、スポー
ツの力によって東京の未来を創るため、東京都が目指す姿を、ビジョンにまとめました。東京2020大会
のレガシーを引き継ぎ、新しいフィールドを広げていきます。

令和５年２月 7 日
生活文化スポーツ局

【５つの柱を設定】
スポーツで新しいフィールドを広げ、「全ての人が輝くイン
クルーシブな街・東京」の実現に貢献するため、５つの柱
を設定し、主な取組の方向性を記載。

【多様性をあらわすデザインと、平易な言葉で表現】
多様性をあらわしたデザインにするとともに、多くの方にわ
かりやすく内容を伝えられるよう、キーワードなどについて可
能な限り平易な言葉を使用。

「ビジョン2025 スポーツが広げる新しいフィールド
〜全ての人が輝くインクルーシブな街・東京へ〜」を策定しました

１ みんなが つながる － 『いつでも・どこでも・誰とでも』つながる街・東京へ
・デジタル技術などを活用したコミュニケーション、情報保障の充実など

２ 世界の人々が 出会う － 何度でも訪れたくなるTOKYOへ
・文化プログラムの展開、東京の食や観光、おもてなしの発信など

３ こどもたちが 夢をみる － 夢と希望にあふれた次世代の東京へ
・競技観戦、エスコートキッズ、アスリートの学校訪問など

４ 未来へ つなぐ － たくさんの国際スポーツ大会が楽しめる街へ
・多様性の尊重、シンプルな大会運営、環境への配慮など

５ みんなで 創る － スポーツを通じてつながる街・東京へ
・多様な視点での大会づくり、障害者やボランティアの参画など

●ビジョン2025 スポーツが広げる新しいフィールド

●ビジョン2025で示す５つの柱

〇ＵＲＬ
ビジョンデータはこちらからご覧いただけます。
https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/vision_2025.html
※英語版については、後日掲載します。

駅のアナウンスや電車の音を
手話や文字で表示する技術

都主催ジュニアユース世代の国際大会

https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/vision_2025.html










2025 年デフリンピック大会に係る大会準備連携会議設置要項 

 

第１条 設置 

一般財団法人全日本ろうあ連盟は、2025 年に東京で開催されるデフリンピック大会（以

下「大会」という。）について、適切な準備運営体制を構築するため、大会準備連携会議（以

下「準備連携会議」という。）を設置する。 

 

第２条 目的 

準備連携会議は、大会の準備・運営について、関係者で情報共有、調整・協議し、必要な

支援・助言を行うことを目的とする。 

 

第３条 委員等 

準備連携会議の委員等は、別紙のとおりとする。 

 

第４条 会議 

準備連携会議は、一般財団法人全日本ろうあ連盟が必要に応じて招集する。 

２ 各委員は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、意見等を求

めることができる。 

 

第５条 設置期間 

準備連携会議の設置期間は、準備連携会議が設置された日から 2026 年（令和８年）６月

30 日までとする。 

 

第６条 守秘義務 

準備連携会議の委員等は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

 

第７条 庶務 

準備連携会議の庶務は、一般財団法人全日本ろうあ連盟及び東京都において行う。 

 

第８条 改廃 

 本要項の改訂は全日本ろうあ連盟理事会の議決を経て評議員会に報告する。 

 

附則 

本要項は、2023 年（令和５年）２月 14 日から施行する。 

 

参考資料１



別紙 

2025年デフリンピック大会に係る大会準備連携会議 委員名簿 

委 員 

氏 名 現    職 

久松 三二 一般財団法人全日本ろうあ連盟 常任理事・事務局長 

渡邉 知秀 東京都生活文化スポーツ局 次長 

八木 和広 スポーツ庁参事官（国際担当） 

籾井 圭子 公益財団法人日本オリンピック委員会 常務理事 

藤原 正樹 公益財団法人日本パラスポーツ協会 常務理事 

三好 豊 弁護士 

中村 友理香 公認会計士 

 



参考資料２



はじめに

2025年、東京で開催される国際スポーツ大会
世界陸上競技選手権大会は、トップアスリートが集う、最高レベルの陸上競技の祭典

デフリンピックは、デフアスリートによる国際総合スポーツ競技大会です。

アスリートのパフォーマンスがもたらす感動と興奮
スポーツを通じて育まれる夢と希望

様々な人々が集まり、力をあわせることで、つながる輪

大きな価値をもたらす国際スポーツ大会の意義に照らし、
東京都は、これからの国際スポーツ大会の開催には3つの要素が重要と考えています。

適正なガバナンスの確保、レガシーの創出、都民参画の機会
両大会をスポーツの根幹であるフェアネスを体現するものにした上で、

スポーツの力によって東京の未来を創ります。
本書は、このような視点に基づき、都が目指す姿をビジョンとしてまとめました。

東京2020大会を経た東京のスポーツの次のフィールドは、
「全ての人が輝くインクルーシブな街・東京」の実現に貢献すること。

光り輝く未来に向けて、東京に新しい風景を創り出していきます。
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共生社会の実現、サステナブルな社会への道筋、
最先端テクノロジーによるスポーツの楽しみ方。
東京2020大会は、多くのレガシーを残しました。

大会を経て、東京は新たなスタートラインに立っています。
TOKYO FORWARDをコンセプトに、

スポーツを通じて、一緒に新しい未来を創っていきましょう。
東京都知事 小池 百合子

（東京2020大会一周年記念セレモニー 開会挨拶より）

2025年の世界陸上は、世界レベルの陸上を再び東京の人々にご覧いただき、
将来世代のためにしっかりとしたレガシーを築くことで、

日本にとって輝く光となります。
Sebastian Coe

（セバスチャン・コー／ワールドアスレティックス会長）

東京でデフリンピックが開催されることを、とても楽しみにしています。
デフアスリートのことを知ってもらうとともに、

人々の交流が進む、大きな機会にしたいと思います。
Ádám Kósa

（アダム・コーサ／国際ろう者スポーツ委員会会長）
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み らい

つく

世界陸上オレゴン22大会（アメリカ）

サムスン2017デフリンピック大会（トルコ）
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招致した団体 ：公益財団法人 日本陸上競技連盟
日程 ：2025年9月13日〜21日（9日間）
種目の数 ：49種目（男子24種目、女子24種目、男女混合1種目）
競技を行う会場 ：東京・国立競技場（マラソン、競歩は東京都内で実施予定）
選手の数 ：約210か国・地域、約2,000人

２
０
２
５
年

004

世界陸上競技選手権大会とは
●ワールドアスレティックス（WA）が主催し、2年毎に開催
●第1回は、1983年にフィンランドのヘルシンキで開催
●2025年の大会は、20回目の大会
●世界で約10億人が視聴。3,000名規模のボランティアが参加
●東京での開催は1991年大会以来。

日本での開催は2007年大阪大会を含めて通算3回目

せ かい りく じょう きょう ぎ せん しゅ けん たい かい

デフリンピックとは
●国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）が主催し、4年毎に開催される

デフアスリートを対象とした国際総合スポーツ競技大会
●第1回は、1924年にフランスのパリで開催
●2025年の大会は、100周年の記念すべき大会。日本では初めての開催
●手話のほか、スタートランプや旗などを使った

視覚による情報保障が特徴

招致した団体 ：一般財団法人 全日本ろうあ連盟
日程 ：2025年11月15日〜26日（12日間）
競技の数 ：21競技（陸上、バドミントン、バスケットボールなど）

全日本ろうあ連盟ウェブサイト https://www.jfd.or.jp/deaflympics2025
競技を行う会場 ：主に都内会場。サッカーは福島県、自転車は静岡県で実施予定
選手の数 ：70〜80か国・地域、約3,000人

２
０
２
５
年
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https://www.jfd.or.jp/deaflympics2025
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みんなが つながる 世界の人々が 出会う
『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

誰
と
で
も
』
つ
な
が
る
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
し
ま
す

東
京
を
知
っ
て
も
ら
い、

世
界
と
の
絆
を
深
め
ま
す

ひと びとせ かい で あ

みんなで 創る
様々な人々が力をあわせて取り組み、
スポーツを通じて輝き、つながります

つく

007

こどもたちが 夢をみる 未来へ つなぐ
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
へ
夢
と
希
望
、
多
く

の
学
び
を
届
け
ま
す

持
続
可
能
性
の
取
組

を
進
め
、
未
来
に
つ

な
が
る
大
会
を
目
指

し
ま
す

ゆめ み らい

つく

スポーツで新しいフィールドを広げ、
全ての人が輝くインクルーシブな街・東京へ




